小学校統廃合によって生じる児童・地域の変化 : 対馬市阿連小を事例として by 落合 志保













 なお本稿は、2016 年夏に行われた立教大学の研究プロジェクトによる第 1 回対馬アクシ
ョン・リサーチでの現地調査と関係者へのヒアリング（本報告書 pp.41-73）をもとに、同





























 最初に、阿連地区について説明したい。市の調査によると、人口は 250 人（男性 122 人、








 阿連小（地図 1、2）は、1873 年に開校し、多くの卒業生を輩出してきた。1994 年に現
在の校舎に改築した。近年は、過疎の影響によって児童数は減り続け、2015 年度は、全児
童数が 10 名になったため、2016 年度から金田（かんだ）小学校（以下、金田小）と統合
された。学区が広くなったので、金田小までスクールバスが出ることとなった。阿連地区



















地図１：対⾺全体から⾒た阿連⼩の場所         地図 2：阿連⼩と⾦⽥⼩の位置 
（地図 1、2 出典：Google Map） 
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4．調査⽅法 



























校に変わってきているのではないかという。とくに、金田小には 6 年生が男の子 1 人しか
いなかった状況で、阿連小から 3 人の 6 年生が来たことを、子どもたちは非常に喜んだそ






















































































































































    →当てはまる 31％ 
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落合ポスター④ 
 
  
今後の課題 
•阿連で必要なのは、新しい「文
化交流の中枢」の場を築くこと 
→阿連に住む人、全員で、阿連の
文化をどのように残していくのか
考える機会に繋がるのではない
か 
13 
ヒアリングと阿連小を訪
ねた感想② 
•子どもたちが自分の住んでいる地域
や文化に誇りを持っていることの重
要性 
→発表者の住んでいる地域も歴史は
あるはずだが、近代のことしか学ばな
い？伝統文化がないので、誇りを持て
ない 
→自分が生まれ育った場所・文化を知
り、誇りと思うことで自己肯定感が生ま
れるのでは？ 
•子どもたちを素直に育てる阿連小の
教育とは？ 
→亥の子をもったいぶらず歌う姿、校
長先生が評価する素直さ。先生方は
どのように彼らを育て、教えたのだろう
か。 
15 
ヒアリングと阿連小を訪
ねた感想① 
•対馬と東京の郊外の小学校の違い
に驚く 
→発表者は郊外に育ち、そこは団地
が多く、1クラス25～30人で、全校生
徒は約300人だった。阿連小が10人
とは確かに寂しい。 
→地域学習は少なく、運動会では地
域と関係のない舞踊を行う 
→住民・子どもは多いが、学年や住
む場所が違うと顔見知りは少ない 
→子どもがいない世帯にとって小学
校とのかかわりはほぼない 
14 
ヒアリングと阿連小を訪
ねた感想③ 
• 地域性、子どもたちの意見を尊重し
た新しい「統廃合」はないのだろうか。 
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